
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年３月３１日               NO,６０２ 

 

     園原ダム 

 園原ダムは、昭和２２年（１ 

９４７）のカスリン台風の被害 

を受けた利根川流域の総合的治 

水対策を図るため建設省（現・ 

国土交通省）が、昭和２７年（ 

１９５２）に策定した、利根川水系８ダム計画の一つとして、

昭和３３年（１９５８）に実施計画調査に入り、住民の反対

もありましたが、昭和４０年（１９６５）に完成しました。 

 堤高は７６．５㍍、堤頂長１２７．６㍍流域面積は６０６．

９㎢、、洪水調節、発電などが目的とされたダムで、上水道供

給の目的はなく、正確には首都圏の水がめとはいえません

が、夏の渇水期には時々テレビなどで首都圏の水がめの一つ

として紹介されることがあります。 

       青木の十二様 

 青木集落の入り口に十二様の小さなお宮と、石宮、蚕影山

と彫られた石の文字塔があり、昔は疱瘡神を送り出す、疱                                             

瘡棚が木に掛けられていたそう                       

です。 

             昔の人たちは、この場所に祭事

や信仰のものも捨てていたよう

で、この場所を神聖なところとし

て尊んでいたとも思われます。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
沖
縄
県
の
ア
メ
リ
カ
軍
普
天
間
基
地
に
代
わ
る
名
護
市
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
計
画

で
、
安
倍
政
権
は
県
民
投
票
で
県
民
の
７
割
以
上
が
埋
め
立
て
反
対
の
民
意
を
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

２５
日
、
新
た
な
区
画
へ
の
土
砂
投
入
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
、
１９
日
に
首
相
と
会
談
し
、
県
民
投
票
の
結
果
や
１
万
人
規
模
の
県
民
大
会
開

催
（
１６
日
）
を
伝
え
、
新
基
地
建
設
断
念
、
新
た
な
土
砂
投
入
の
中
止
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

政
府
は
、
県
民
投
票
を
受
け
て
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
が
１
日
、
安
倍
首
相
と
会
談
し
た
直
後
に
も
新
た
な

護
岸
工
事
に
着
手
し
、
２２
日
に
は
岩
屋
防
衛
大
臣
が
新
た
な
土
砂
投
入
に
つ
い
て
、「
準
備
が
整
い
次
第

は
じ
め
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
民
意
無
視
の
強
権
姿
勢
は
あ
ま
り
に
も
異
常
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

政
府
は
土
砂
投
入
の
既
成
事
実
を
重
ね
、
県
民
の
あ
き
ら
め
を
誘
う
こ
と
を
狙
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
大
浦
湾
側
に
は
軟
弱
地
盤
が
存
在
し
、
い
く
ら
土
砂
を
投
入
し
て
も
完

成
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
は
直
ち
に
中
止
す
る
べ
き
で
す
。 

 大東議員は、車にたよらなくても安心して生活ができるよう乗り合いタ

クシーの運行などを一般質問で求めました。 

 市長は、「区域を定めてドア・ツー・ドアで行うデマンド乗合タクシーの

事例などもあり、市民の様々なニーズに対応するため、地理的条件やコス     

トなどを勘案し、誰もが利用しやすい最適な輸送手        

段を確保していきたいと考えている」と答えました。 

 さらに大東議員は、空白地有償運送なども検討する

ことを求めましたが、市民部長は、「空白地有償運送で

カバーできる地域があるか検討したい」と答えました。 

 １８日の本会議で議会改革特別委員会の中間報告が委

員長（高柳議員）からおこなわれ、選挙後の新たな議会

でも「沼田市議会基本条例」に沿って、議会改革の検討

をすすめる委員長報告がおこなわれました。 

 新たな議会では、議員定数や政策立案能力の強化、広

報・広聴機能の強化や報告会・意見交換会の実施などを

検討する予定です。 

 議員定位数については、有識者や市民の意見も参考に

しながら、議会のあり方や議会の権能なども検討し、２

０２１年１２月をめどに結論を出す予定となりました。 

 利根町追貝の大国神社の春季例大祭の獅子舞が、２４

日おこなわれ、追貝の各家々をまわりました。 

 追貝の獅子舞は、足尾銅山に木材などを送っていた平

滝（平川の上流）に

出稼ぎに来ていた富

山県の人が、明治時

代に伝えました。 

                 畑を荒らす獅子を

２人の獅子狩りが退

治するという、勇敢

な舞です。 

 沼田給食センター、白沢調理場、利根調理場を統合し、旧利根西小の跡

地（利根町大原）に新しい給食センターの建設がはじまります。 

 すでに旧利根西小の校舎やプールなどの施設の取り壊しは完了し、４月

から建設工事がはじめられる予定で、建 

設費は１９億９，５９５万円です。 

 新しく建設される給食センターでは、 

米の精米、炊飯施設もつくられ、利根沼 

田産のお米を使い週３回程度米飯給食を 

予定し、アレルギーの除去給食にも対応 

します。（写真は整地された建設予定地） 


